
みんなで築く介護の未来 

～チームで取り組む質の向上～



1. 介護の質向上とは何か？



スタッフ同士の連携の必要性

介護の質向上には、チーム全体での連携が重
要です。例えば、利用者の状態変化やケアの
工夫をスタッフ同士で共有することで、より適
切なケアを提供できます。連携不足の職場で
は、同じミスが繰り返されたり、業務の抜け漏
れが生じることがあります。これを防ぐために
は、定期的な申し送りやケースレビューなど、
情報共有の仕組みを整える必要があります。
チームで協力し合うことで、利用者にとっても
スタッフにとっても、安心できる環境が作られ
ます。

利用者目線での質向上

介護の現場では、利用者のニーズや希望を
第一に考える「利用者目線」が欠かせませ
ん。例えば、入浴や食事の時間を利用者のリ
ズムに合わせるだけでも、満足度が向上しま
す。また、利用者自身が意思決定に関与でき
る環境を整えることも大切です。スタッフの都
合で業務を進めるのではなく、利用者一人ひ
とりの背景や生活スタイルを理解し、それに
寄り添うケアを提供することで、信頼関係が
深まり、結果として介護の質も向上します。

介護の質とは？

介護の質とは、利用者が心身ともに安心して
生活できる環境を整え、生活の質（QOL）を
高めるケアを提供することを指します。その指
標には、利用者の満足度、身体機能や精神状
態の安定、社会的なつながりの維持などが含
まれます。介護の質を高めるためには、単に身
体介助をするだけでなく、利用者の価値観や
希望を尊重したケアを実践することが重要で
す。スタッフ間の連携が取れている職場では、
ケアの一貫性が保たれ、利用者の安心感も増
します。介護の質向上は、利用者とスタッフ双
方にとって幸福度を高める取り組みです。

介護の質を
高めるための基本



目標設定の重要性

課題を明確にした後は、具体的で達成可能な
目標を設定することが必要です。例えば、「食
事介助を現在の平均時間より10分短縮す
る」「毎日利用者と1対1で会話する時間を確
保する」といった目標を立てると、チーム全体
で取り組みやすくなります。また、目標は定期
的に見直し、進捗を確認することで、達成感
が得られ、次の改善へと繋がります。具体的な
目標設定は、質向上のプロセスを加速させる
カギです。

課題の明確化

業務を振り返る中で、具体的な課題を明確化
することが重要です。例えば、「食事介助に時
間がかかる」「利用者とのコミュニケーション
が不足している」といった課題をリストアップ
します。課題が曖昧なままだと、改善策も具体
性を欠いてしまいます。そのため、職場全体
で課題を共有し、全員が認識を一致させるこ
とが必要です。これにより、チーム全体で一貫
した目標に向かって取り組む姿勢が生まれま
す。

業務の振り返り

介護の質を向上させる第一歩は、日々の業務
を振り返ることです。例えば、「なぜこの場面で
利用者が拒否反応を示したのか」や「もっとス
ムーズに対応する方法はなかったか」を考え
ることで、改善のヒントが見えてきます。振り返
りは個人だけでなく、チーム全体で行うこと
で、多角的な視点から課題を発見できます。
特に、業務後の短時間ミーティングや週次レ
ビューを活用することで、振り返りの習慣を定
着させることが可能です。

現状の課題を
見つける



2. チームで取り組む改善プロセス



信頼関係の構築

信頼関係は、チームワークを支える基盤です。
スタッフ同士がお互いを尊重し、助け合う文
化を育てることで、職場全体の士気が向上し
ます。例えば、成果や努力を認め合う「ありが
とう」を言葉にする習慣を持つと、良好な関係
が築けます。また、困った時には気軽に相談で
きる雰囲気を作ることで、問題を早期に解決
することが可能になります。信頼関係が強い
チームでは、自然とケアの質も高まります。

コミュニケーションの強化

チームワークを円滑にするためには、日常的
なコミュニケーションの強化が欠かせません。
例えば、申し送りや定期的なミーティングを通
じて、利用者の状態やケアの工夫を共有する
ことで、業務の一貫性が保たれます。また、業
務中でも「忙しい？」と声をかけ合いながら助
け合うことで、チーム全体の連携が深まりま
す。さらに、相手の意見や提案を積極的に受
け入れる姿勢を持つことで、信頼関係が強化
され、働きやすい環境が作られます。

役割分担の明確化

チームで介護の質を高めるには、各スタッフ
の役割を明確にすることが重要です。例えば、
「記録担当」「レクリエーション担当」「入浴ケ
ア担当」など、得意分野に基づいて役割を分
けると、効率的な業務が可能になります。ま
た、役割を明確にすることで、業務の重複や
抜け漏れを防ぐことができます。ただし、固定
的な分担ではなく、チーム内で柔軟に調整し
ながら対応することも必要です。役割分担を
通じて、お互いのスキルを補完し合い、全体
のケアの質を向上させることができます。

効果的な
チームワークの構築



改善結果のフィードバック

PDCAを効果的に活用するためには、改善
結果をフィードバックすることが重要です。例
えば、「食事介助の手順を見直した結果、利用
者の満足度が上がった」といった具体的な結
果をスタッフ全員に伝えることで、達成感やモ
チベーションが高まります。また、課題が残っ
た場合も、次の改善に向けて全員で意見を出
し合うことで、チーム全体が成長できます。フ
ィードバックを通じて、改善のサイクルをより
強固なものにしましょう。

実践例の共有

改善を進める上で、成功した事例をチーム全
体で共有することは非常に重要です。例え
ば、「新しいレクリエーションを導入したこと
で、利用者の笑顔が増えた」といった成功例
を全員で共有することで、他のスタッフが同
様の方法を実践するきっかけになります。ま
た、成功事例を共有する場を定期的に設ける
ことで、職場全体の知識が蓄積され、さらに新
しいアイデアが生まれやすくなります。

PDCAとは何か？

PDCAサイクルとは、計画（Plan）、実行
（Do）、評価（Check）、改善（Act）の4つの
ステップを繰り返し、業務を継続的に改善す
る手法です。例えば、「入浴介助にかかる時間
を短縮する」という目標を設定し、そのための
具体的な計画を立てます。次に計画を実行
し、結果を評価します。その後、得られた成果
や課題を基に改善案を作成し、次の実行に活
かします。このサイクルを回すことで、効率的
かつ着実に介護の質を向上させることができ
ます。

改善サイクル
（PDCA）の活用



3. 利用者目線を大切にするケア



改善提案の実現

利用者から寄せられた改善提案を具体的に
実現することは、利用者との信頼関係を深め
るために効果的です。例えば、「浴槽の温度を
少し下げてほしい」というリクエストを受け入
れることで、利用者の満足度が向上します。提
案が実現可能かどうかをチームで検討し、可
能な限り対応する姿勢を見せることで、利用
者に「自分の意見が尊重されている」と感じて
もらうことができます。これが、利用者中心の
ケアを実現する大きなポイントとなります。

満足度調査の活用

利用者やその家族の満足度を定期的に調査
することは、介護の質を向上させる大きなヒン
トになります。例えば、アンケートを通じて「食
事」「清潔感」「スタッフの対応」などについて
の意見を集めます。このデータを分析し、特に
改善が必要な部分を明確化することで、具体
的な改善策を立案できます。また、調査結果
をスタッフ全員で共有し、全員が改善に向け
た意識を持つことも重要です。満足度調査
は、利用者目線を知るための有効な手段で
す。

利用者のニーズの把握

利用者のニーズを正確に把握することは、質
の高い介護を提供する上で不可欠です。日々
のケアの中で、利用者がどのようなことに満
足し、何に不満を感じているのかを観察する
ことが重要です。例えば、「食事の温度がちょ
うど良いと喜んでいる」「レクリエーションに参
加したいが内容が合わない」といった声を拾
い上げることで、個々のニーズに応じたケア
が可能になります。観察だけでなく、本人や家
族との対話を通じてニーズを把握することで、
より適切なケアが実現します。

利用者の声を
反映する



ケアの柔軟性を持つ

状況に応じて柔軟にケアを提供することは、
利用者の満足度を高める上で重要です。例え
ば、体調が優れない日の入浴を無理に行うの
ではなく、「今日は手浴に切り替えましょう」と
対応することで、利用者の負担を軽減できま
す。また、日々の観察を通じて、利用者の気分
や状況に合わせた対応を心がけることが大
切です。柔軟なケアを行うことで、利用者が安
心して施設での生活を送れる環境を作ること
ができます。

個別ケアプランの作成

利用者一人ひとりのニーズや状態に合わせ
た個別ケアプランの作成は、介護の質向上に
直結します。例えば、「日中は散歩をしたい」と
いう希望をプランに反映し、その時間を確保
することで、利用者の満足度が向上します。ま
た、プラン作成には多職種の意見を取り入れ
ることが重要です。看護師やリハビリスタッフ
と連携し、利用者にとって最適なプランを策
定することで、より包括的なケアが可能になり
ます。

その人らしさを尊重するケア

「その人らしさ」を尊重したケアは、利用者の
生活の質（QOL）を高めるための基本です。
例えば、過去の生活歴や趣味、好きな食べ物
などを把握し、それに基づいたケアを行うこと
で、利用者に安心感を与えられます。農業を
していた方には園芸活動を取り入れる、音楽
が好きな方にはお気に入りの曲を流すなど、
個別対応が求められます。利用者が「自分ら
しい」と感じられるケアを提供することで、満
足度と信頼感が向上します。

個別ケアの強化



4. チーム全体でのスキル向上



自己学習の支援

スタッフが自主的にスキルアップを図るため
には、自己学習を支援する仕組みを整えるこ
とが重要です。例えば、介護関連の資格取得
を目指すスタッフに対し、学習資料の提供や
受講費用の補助を行うと効果的です。また、
オンライン研修や専門書籍を自由に利用でき
る環境を整えることで、スタッフが自発的に学
びやすくなります。自己学習をサポートするこ
とで、個々のスキルが向上し、結果としてチー
ム全体の介護の質が高まります。

OJT（オン・ザ・ジョブ

・トレーニング）の活用

OJTは、現場での実践を通じてスキルを磨く
方法です。例えば、経験豊富なスタッフが新
人スタッフに対して、利用者への接し方や介
助方法を具体的に教える場を設けます。この
取り組みにより、新人は現場で直面する課題
に即したスキルを習得しやすくなります。ま
た、OJTを実施することで、経験豊富なスタ
ッフも自分の知識を再確認し、全体のスキル
向上に寄与します。チーム全体が現場で学び
合う姿勢を持つことが大切です。

研修と勉強会の開催

定期的な研修や勉強会を開催することで、ス
タッフ全員の知識や技術を底上げすることが
できます。例えば、認知症ケアの最新技術や
感染予防の具体的な方法など、現場で必要な
スキルをテーマにした研修が効果的です。ま
た、外部の講師を招いて専門的な知識を学ぶ
機会を設けると、スタッフのモチベーション向
上にもつながります。さらに、職場内での勉強
会を通じて、スタッフ同士が教え合う文化を
醸成することで、現場でのスムーズな連携が
可能になります。

スタッフ教育の充実



成功事例の共有

職場内で成功事例を共有することは、他のス
タッフのスキルアップに大いに役立ちます。例
えば、「新しいレクリエーションを取り入れたら
利用者が積極的に参加するようになった」と
いった成功事例をミーティングで共有するこ
とで、他のスタッフが同様の取り組みを実践
できます。また、成功事例を共有することで、
スタッフ同士がお互いを認め合い、チーム全
体の士気が高まります。これが結果的に介護
の質向上に繋がります。

定期的なケースレビュー

特定のケースを振り返り、改善点を全員で共
有する「ケースレビュー」は、チーム全体のス
キル向上に効果的です。例えば、「食事介助
中に利用者がむせやすい」という課題につい
て、スタッフ全員で原因を分析し、対応策を
考えます。このようなレビューを定期的に行う
ことで、知識と経験が職場全体で共有され、
今後のケアの質を高めることができます。ケ
ースレビューは、チーム全員が学び合う貴重
な場です。

記録の効率化

ケア記録を効率的に共有することは、チーム
全体の連携を強化するために重要です。例え
ば、タブレットやクラウドベースのシステムを
導入することで、リアルタイムで情報を共有で
きます。この仕組みにより、利用者の体調変化
や対応状況を迅速に把握でき、適切なケアが
可能になります。また、記録の効率化により、
スタッフが利用者と向き合う時間を増やすこ
とができるため、介護の質向上にも繋がりま
す。

チーム内の情報共有



5. 継続的な改善と
　未来への取り組み



小さな改善の積み重ね

大きな成果を生むためには、小さな改善を積
み重ねることが大切です。例えば、「申し送り
時間を10分短縮する」「利用者の食事介助
中に声かけを増やす」といった小さな工夫が、
長期的に見ると職場全体の効率や満足度向
上につながります。改善は一度にすべてを変
えるのではなく、少しずつ進めることで、無理
なく実現できます。日々の業務の中で気づい
たことを実践する習慣を持つことで、継続的
な改善が可能となります。

チームでの改善提案会

改善提案会は、スタッフ全員が意見を出し合
い、職場をより良くするための場です。例え
ば、「夜間の見守り業務を効率化するにはどう
するか」「利用者が楽しめる新しいレクリエー
ションを考える」など、具体的なテーマを設定
します。この場では、意見を否定せず自由に
発言できる環境を作ることが大切です。また、
出された提案を実際に試してみることで、ス
タッフのモチベーションが向上し、チーム全体
が改善に取り組む姿勢を持つようになりま
す。

定期的な見直しの重要性

介護の質を高めるには、業務やケア内容を定
期的に見直す仕組みが欠かせません。例え
ば、月ごとに業務フローや利用者の満足度を
振り返り、課題を明確化します。改善点が見つ
かった場合には、スタッフ全員で話し合い、具
体的な対策を立てることが重要です。見直し
を定期的に行うことで、問題を早期に発見し、
必要な対応を迅速に取ることができます。こ
のプロセスを繰り返すことで、介護の質が持
続的に向上していきます。

持続可能な改善体制



次世代ケアの展望

介護業界は、人口構造の変化や技術の進歩
に伴い、大きな変革が求められています。例え
ば、次世代型施設では、IoTを活用して個々
の利用者の状態をリアルタイムでモニタリン
グする仕組みが導入されています。また、AI
を活用した介護記録の分析により、スタッフの
業務負担を軽減することも可能です。さらに、
利用者の多様なニーズに応えるためには、ス
タッフが専門性を高めるだけでなく、チーム全
体で新しいケアの形を模索していく姿勢が必
要です。

地域包括ケアとの連携

地域包括ケアは、利用者が住み慣れた地域
で安心して暮らせるよう、医療、福祉、介護が
連携する仕組みです。施設内のケアだけでな
く、地域の医師や看護師、ケアマネージャーな
どと情報を共有しながら支援を行うことで、利
用者により包括的なサービスを提供できま
す。また、地域イベントやボランティア活動を
通じて、利用者が地域と繋がりを持ち続けら
れる機会を作ることも重要です。地域全体で
介護を支える体制が、利用者の生活の質を
高めます。

テクノロジーの活用

ICTやAIなどのテクノロジーを活用すること
で、介護の質と効率を同時に高めることが可
能です。例えば、見守りセンサーを導入すれ
ば、夜間の転倒リスクを低減できます。また、
タブレットを活用した記録共有システムは、ス
タッフ間の情報伝達を効率化し、ケアの一貫
性を保つのに役立ちます。さらに、リハビリロ
ボットやVRを活用したレクリエーションなど、
新しい技術を積極的に取り入れることで、利
用者にとっても充実した環境を提供すること
ができます。

新しいケアの取り組み



1. 介護の質向上とは何か？
　　• 介護の質は利用者のQOL向上を目指す取り組み。
　　• 利用者目線を意識し、スタッフ同士の連携を深めることが重要。
　　• 課題を明確にし、具体的な目標を設定することで改善が進む。

2. チームで取り組む改善プロセス
　　• チームワークを強化し、役割分担と情報共有を徹底する。
　　• PDCAサイクルを活用して、継続的な改善を図る。
　　• 成功事例や改善結果を共有し、次のアクションにつなげる。

3. 利用者目線を大切にするケア
　　• 利用者の声を拾い上げ、ニーズに応じたケアを提供する。
　　• 個別ケアプランを柔軟に調整し、利用者らしさを尊重する。
　　• 利用者の満足度を定期的に確認し、改善に役立てる。

4. チーム全体でのスキル向上
　　• 定期的な研修やOJTを通じて、スタッフ全体のスキルを高める。
　　• ICTを活用した情報共有で、業務効率とケアの一貫性を向上させる。
　　• 成功事例やケースレビューを通じて、知識と経験を共有する。

5. 継続的な改善と未来への取り組み
　　• 定期的な見直しと小さな改善を積み重ねる。
　　• テクノロジーを活用し、効率的かつ質の高いケアを実現する。
　　• 地域包括ケアや次世代型施設の展望を視野に入れた取り組みを進める。

研修まとめ

チームで取り組む
介護の質向上



最後に

介護の質向上は、一人ではなくチーム全体で取り組むことで

実現できます。

小さな改善の積み重ねが大きな変化を生み、利用者の笑顔

や信頼に繋がります。

「一人ひとりが力を合わせ、より良い介護を目指しましょう！」


